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物  質  名 1,3-ブタジエン ＤＢ－39 

別   名 ブタジエン 
ビニルエチレン 

C A S 番号 106-99-0 
PRTR 番号 第 1種 268 
化審法番号 2-17 

構 造 式 
 
 
 
 

分 子 式 C4H6 分 子 量 54.09 
沸 点 －4.5 ℃ 1） 融 点 －108.966 ℃ 1） 
蒸 気 圧 2,110 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 2.21 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 1.99 3） 水 溶 性 735 mg/L (20℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 3,210 mg/kg 5）  
 マウス 吸入 LC50 270 g/m3  (2ｈ) 5）  
 ラット 経口 LD50 5,480 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 285 g/m3 (4ｈ) 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラットに 0、2,210、4,420、8,840、17,680 mg/m3を 3ヶ月間（6時間/日、5日
/週）吸入させた結果、すべての群で有意な影響を認めなかった。この結果から、NOAELは
17,680 mg/m3であった 6，7）。 
・Sprague-Dawleyラットに 0、2,210、17,680 mg/m3を 2年間（6時間/日、5日/週）吸入させた
結果、17,680 mg/m3群の雄で腎臓・心臓・肺・脾臓重量の有意な増加、尿細管上皮の変性、

肺に化生を認めた。この結果から、NOAELは 2,210 mg/m3であった 8，9）。 
・B6C3F1マウスに 0、1,380、2,760 mg/m3を 60～61週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、

1,380 mg/m3以上の群で腫瘍の発生により生残率は著しく低下し、卵巣及び睾丸の萎縮、肺の

欝血、出血、過形成、腎臓の出血、壊死、胸腺及び骨髄の萎縮、前胃の上皮過形成、心臓の

血管内皮細胞の過形成と石灰化を認めた 10，11，12）。 
・B6C3F1マウスに 0、14、44、140、440、1,380 mg/m3を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入さ
せた結果、44 mg/m3以上の群で生残率の低下と顕著な腫瘍の発生を認め、14 mg/m3群の雌で

も顕著な腫瘍の発生を認めた。また、用量と時間に依存した卵巣萎縮の有意な発生率の増加

を認め、9ヵ月後には 440 mg/m3以上の群で、15ヵ月後には 140 mg/m3以上の群で、2年後に
は 14 mg/m3以上の群でみられた。さらに 9ヶ月以降から、440 mg/m3以上の群で子宮萎縮の

発生率の増加を認めた。雄でも、9ヶ月以降から 1,380 mg/m3群で睾丸萎縮の発生率の増加を

認めた 13，14）。この結果から、LOAELは 14 mg/m3であった。 
・モルモット、ウサギ、イヌに 0、1,330、5,080、14,810 mg/m3を 8ヶ月間（7.5時間/日、6日/
週）吸入させた結果、14,810 mg/m3群のウサギの肝臓に混濁腫脹の有意な発生増加を認めた

だけであった 15）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawleyラット及び Swiss CD-1マウスに 0、88、440、2,210 mg/m3を妊娠 6日目から
15日目まで吸入（6時間/日）させた結果、ラットでは 2,210 mg/m3群の親で有意な体重増加
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の抑制を認めたが、胎仔への影響はすべての群で認めなかった。マウスでは、440 mg/m3以

上の群の親で有意な体重増加の抑制を、胎仔で過剰肋骨、胸骨骨化の遅延などの骨格変異の

有意な増加を認めたが、奇形の出現はなかった 16, 17）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質のモノマー製造工場で実施された疫学調査では、最低 5年間以上の暴露を受けた男性
労働者で、健康の悪化や血液学的検査での異常は認められなかった。作業環境濃度は 8時間
時間加重平均で大部分が 2.2 mg/m3未満であり、平均値は 7.7 mg/m3であった 18）。 
・合成ゴム工場で本物質の暴露（99 mg/m3以上）を受けた労働者で、ヘモグロビン濃度と網状

赤血球数の有意な増加、プロトロンビン時間の有意な延長、血小板数と白血球ペルオキシダ

ーゼ活性の有意な減少を認めた 19）。 
・工場労働者を対象とした変異原性試験では、22 mg/m3以上の高濃度暴露者で陽性となる所見

が得られており、疫学調査でも、リンパ肉腫、細網肉腫、白血病等による標準化死亡比（SMR）
の上昇が認められており、実験動物での明瞭な発がん性とを併せて、日本産業衛生学会では

第 1群（人間に対して発がん性のある物質）と分類している 20）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2A 21) 

 実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては限られた証拠しか

ないため、IARCの評価では 2A（ヒトに対して恐らく発がん性が有る）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 22） TLV-TWA 2 ppm（4.4 mg/m3）  
 日本産業衛生学会  －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、低用量でマウスに影響を認めたが、ラットやウサギ等では数オーダー

高い用量で影響を認めているため、マウス固有の高い感受性による影響と考えられる。しかし、

ヒトと比べた場合の感受性については不明であるため、安全側と評価となるようマウスの結果

（LOAEL 14 mg/m3。卵巣萎縮）を採用し、暴露状況で補正して 2.5 mg/m3とし、さらに LOAEL
であるために 10で除した 0.25 mg/m3を暫定無毒性量等として設定する。 
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